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粒状化再生骨材の原コンクリートの調合および製造方法の違いによる骨材品質への影響の確認 

その３微粒分量・粒度および全体のまとめ 
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１．はじめに 

粒状化再生骨材の骨材品質に影響を及ばす要因として、

既往の研究 1) 2)により粒状化前の戻りコンクリート（以下、

原コンクリート）の調合および粒状化再生骨材の製造方

法が粒状化再生骨材の骨材品質に影響する因子であるこ

とがわかった。本報その 3 では、微粒分量と粒度の試験結

果および全体のまとめについて報告する。 

２．微粒分量 

 図－１に単位ペースト量および単位粗骨材と微粒分量

の関係を示す。細・粗骨材ともに目標値を満足する結果

となった。 

 A 工場では単位ペースト量が多くなるに従い、細骨の微

粒分量は大きくなり、粗骨材の微粒分量は小さくなる傾

向が認められ、単位粗骨材量が多くなるに従い、細・粗

骨材の微粒分量が小さくなる傾向が認められる。 

B 工場では単位ペースト量が多くなるに従い、細骨材の

微粒分量が大きくなるが、粗骨材への影響は小さいこと

がわかる。また、単位粗骨材量が多くなるに従い、細骨

材の微粒分量が大きくなる傾向が認められ、粗骨材への

影響は小さいことがわかる。 

３．粒度 

図－２に A 工場と B 工場の粒状化再生細・粗骨材の粒

度曲線を示す。 

粒状化再生細骨材の粒度は両工場ともに目標とした軽

量細骨材の粒度「粒の大きさの範囲 5～0.3mm」の粒度範

囲におさまることがわかる。 

粒状化再生粗骨材の粒度は A 工場において、ふるいの

呼び寸法 20mm で上限側に外れるが、ふるいの呼び寸法

15mm 以下は粒度を満足する傾向が認められる。B 工場に

おいては、配合記号 50-21 以外、ほぼ粒度を満足した。 

なお、JIS A 5023 附属書 A A.3.4 表 A.6 の粒度による区

分の再生粗骨材 L2505 には、ふるいの呼び寸法 20mm に粒

度の範囲が規定されていないため、A 工場および B 工場の

粒状化再生粗骨材の粒度は、おおよそ全ての試験結果で

粒度範囲を満足する結果となった。 

図－３に普通骨材と粒状化再生骨材の粗粒率の関係を

示す。粒状化再生細骨材の粗粒率は、普通骨材より 1～1.5

程度大きくなる傾向が認められ、粒状化再生粗骨材の粗

粒率は、普通骨材とほぼ同じか 0.5 程度、大きくなる傾向

が認められる。粒状化再生細骨材の粗粒率は普通骨材よ

りも大きく、粒状化再生粗骨材への影響が小さいことか

ら、粒状化による骨材表面へのセメントペーストの付着

は細骨材の方が多いと考えられる。 

４．まとめ 

微粒分量は、単位ペースト量や単位粗骨材量による影

響ならびに製造方法の違いによる若干の増減は認められ

るが、目標値を大きく下回ることがわかった。 

粒度は、粒状化再生細・粗骨材ともに、原コンクリー

トの調合や製造方法の違いによる影響は小さく、目標値

に設定した軽量細骨材および再生粗骨材Lの粒度範囲を満

足することがわかった。 

粗粒率は、粒状化再生細骨材で普通細骨材よりも特に

大きくなり、粒状化再生粗骨材は、普通粗骨材とほぼ同

じか若干大きくなることがわかった。 

図－１ 単位ペースト量および単位粗骨材と微粒分量の関係 
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５．全体のまとめ 

（1）A 工場（傾胴式ミキサによる製造方法） 

単位ペースト量が多い原コンクリートの細・粗骨材と

もに絶乾密度は大きくなり、吸水率が小さくなることが

わかった。これは、単位ペースト量が多い原コンクリー

トでは W/C が小さいためペースト分の組織が緻密化され

たと考えられる。 

単位粗骨材量が多い原コンクリートでは、細・粗骨材

ともに絶乾密度は小さく、吸水率が大きくなることがわ

かった。単位ペースト量が同じ場合、単位粗骨材量と単

位細骨材量の比率によって細・粗骨材に付着するペース

ト量が変化し、状化後の密度や吸水率に影響を及ぼすと

考えられる。粒度については、細骨材の粗粒率が特に大

きくなることがわかった。 

（2）B 工場（手練りによる製造方法） 

単位ペースト量が多い原コンクリートでは、細骨材の

絶乾密度は小さくなるが、吸水率への影響は小さいこと

がわかった。一方、粗骨材の絶乾密度は大きくなり、吸

水率が小さくなることから、手練りでは原粗骨材へのペ

ーストの付着が少なく原細骨材にペーストが多く付着す

ると考えられる。 

単位粗骨材量が多い原コンクリートでは、細・粗骨材

ともに絶乾密度および吸水率への影響は小さいことがわ

かった。単位ペースト量が同じ場合、原骨材に付着する

ペーストは細・粗骨材ともに同程度と考えられる。粒度

については、特に細骨材の粗粒率が大きくなることがわ

かった。 
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図－２ 粒状化再生細・粗骨材の粒度曲線 

 

図－３ 普通骨材と粒状化再生骨材の粗粒率の関係 
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